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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第133期
第１四半期
連結累計期間

第134期
第１四半期
連結累計期間

第133期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 359,194 322,291 1,479,839

経常利益 (百万円) 19,270 16,965 73,911

四半期(当期)純利益 (百万円) 12,964 13,873 47,205

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △113,744 17,384 △13,396

純資産額 (百万円) 984,610 1,083,998 1,075,939

総資産額 (百万円) 2,378,087 2,521,778 2,481,452

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 41.61 44.53 151.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 39.42 41.16 41.44

(注) １　売上高には、消費税等を含んでおりません。

２　第133期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

３　第133期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

４　第133期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

５　第134期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、事業等のリスクに重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期を369億円(10％)下回る3,222億円となりました。利

益につきましては、営業利益は前年同期を95億円(59％)下回る65億円、経常利益は前年同期を23億円

(12％)下回る169億円、四半期純利益は前年同期を9億円(7％)上回る138億円となりました。

　
セグメントの業績は次のとおりであります。

①　自動車

自動車におきましては、東日本大震災の影響により一部仕入先での部品生産が停止し、生産活動が停

滞した結果、売上高は前年同期を584億円(29％)下回る1,433億円となりました。営業損失は24億円（前

年同期は92億円の営業利益）となりました。

　このうち車両につきましては、ヴィッツ・ＲＡＶ４が減少したことにより、売上高は前年同期を390億

円(41％)下回る556億円となりました。

エンジンにつきましては、ＡＤ型ディーゼルエンジンやＡＲ型ガソリンエンジンなどが減少したこと

により、売上高は前年同期を123億円(26％)下回る355億円となりました。

カーエアコン用コンプレッサーにつきましては、海外向けは堅調に推移したものの、国内向けが減少し

た結果、売上高は前年同期を47億円(10％)下回る443億円となりました。

②　産業車両

産業車両におきましては、国内生産への震災の影響があったものの、主力のフォークリフトトラック

が国内・海外向けともに増加したことにより、売上高は前年同期を224億円(20％)上回る1,361億円と

なりました。営業利益は前年同期を32億円(74％)上回る75億円となりました。

③　物流

物流におきましては、自動車部品などの運送事業が減少したことや、これまで子会社であった株式会

社通販物流サービスの保有株式をすべて売却したことにより、売上高は前年同期を34億円(12％)下回

る238億円となりました。営業利益は前年同期を8億円(63％)下回る4億円となりました。

④　繊維機械

繊維機械におきましては、新興国向けが好調に推移したことにより、売上高は前年同期を19億円

(26％)上回る94億円となりました。営業利益は前年同期を1億円(81％)上回る3億円となりました。

⑤　その他

その他部門におきましては、売上高は前年同期を5億円(6％)上回る94億円となりました。営業利益は

前年同期を3億円(40％)下回る5億円となりました。
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(2) 財政状態に関する分析

　総資産につきましては、売掛金の増加や投資有価証券の時価評価額の増加などにより、前連結会計年

度末に比べ403億円増加し、2兆5,217億円となりました。負債につきましては、主に長期借入金が増加し

たことにより、前連結会計年度末に比べ322億円増加し、1兆4,377億円となりました。純資産につきまし

ては、前連結会計年度末に比べ80億円増加し、1兆839億円となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　
(4) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費は、69億円であります。

　
(注) １　売上高には、消費税等を含んでおりません。

２　セグメントの業績に記載の売上高は、外部顧客に対する売上高を表示しております。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,100,000,000

計 1,100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 325,840,640325,840,640
東京、名古屋、大阪
各証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　100株

計 325,840,640325,840,640― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

─ 325,840 ─ 80,462 ─ 101,766
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

14,275,700
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

311,274,100
3,112,741 ―

単元未満株式
普通株式

290,840
― ―

発行済株式総数 325,840,640 ― ―

総株主の議決権 ― 3,112,731 ―

(注) １ 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が21株含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社豊田自動織機
愛知県刈谷市豊田町
２丁目１番地

14,275,700─ 14,275,700 4.38

計 ― 14,275,700─ 14,275,700 4.38

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株あります。　　　　　　 なお、当該

株式数は「①発行済株式」の「完全議決権株式 (その他)」の中に含まれております。

   

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 198,654 276,200

受取手形及び売掛金 152,121 184,694

リース投資資産 35,146 34,185

有価証券 132,430 63,880

商品及び製品 42,940 46,636

仕掛品 31,256 33,602

原材料及び貯蔵品 30,065 31,584

繰延税金資産 18,493 21,142

その他 32,646 29,502

貸倒引当金 △2,863 △2,819

流動資産合計 670,893 718,610

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 159,606 146,786

機械装置及び運搬具（純額） 185,988 180,812

工具、器具及び備品（純額） 23,634 23,433

土地 119,697 116,815

建設仮勘定 8,350 9,770

有形固定資産合計 497,278 477,617

無形固定資産

のれん 68,573 65,848

ソフトウエア 10,767 11,922

無形固定資産合計 79,340 77,771

投資その他の資産

投資有価証券 1,123,306 1,134,089

繰延税金資産 9,786 10,582

リース投資資産 71,480 72,450

その他 29,539 30,841

貸倒引当金 △173 △185

投資その他の資産合計 1,233,940 1,247,779

固定資産合計 1,810,559 1,803,168

資産合計 2,481,452 2,521,778
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 144,956 143,703

短期借入金 99,946 108,624

コマーシャル・ペーパー 11,133 12,661

1年内償還予定の社債 30,829 30,805

リース債務 37,873 38,187

未払金 14,349 11,237

未払法人税等 18,320 8,457

繰延税金負債 737 659

役員賞与引当金 521 154

その他 153,275 163,713

流動負債合計 511,944 518,204

固定負債

社債 205,649 205,526

長期借入金 236,602 259,225

リース債務 82,813 82,719

繰延税金負債 309,256 313,299

退職給付引当金 ※１
 46,924

※１
 46,483

その他 12,321 12,321

固定負債合計 893,568 919,575

負債合計 1,405,512 1,437,779

純資産の部

株主資本

資本金 80,462 80,462

資本剰余金 106,179 106,179

利益剰余金 412,029 418,114

自己株式 △50,703 △50,704

株主資本合計 547,968 554,051

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 488,277 494,460

繰延ヘッジ損益 46 △3

為替換算調整勘定 △8,075 △10,629

その他の包括利益累計額合計 480,248 483,827

新株予約権 2,132 2,309

少数株主持分 45,589 43,810

純資産合計 1,075,939 1,083,998

負債純資産合計 2,481,452 2,521,778
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 359,194 322,291

売上原価 303,956 272,828

売上総利益 55,237 49,463

販売費及び一般管理費 39,225 42,909

営業利益 16,012 6,554

営業外収益

受取利息 2,399 2,375

受取配当金 7,479 10,283

その他 1,198 3,333

営業外収益合計 11,076 15,992

営業外費用

支払利息 4,217 3,947

その他 3,601 1,634

営業外費用合計 7,819 5,581

経常利益 19,270 16,965

税金等調整前四半期純利益 19,270 16,965

法人税、住民税及び事業税 9,631 6,718

法人税等調整額 △3,212 △3,631

法人税等合計 6,418 3,087

少数株主損益調整前四半期純利益 12,851 13,877

少数株主利益又は少数株主損失（△） △112 4

四半期純利益 12,964 13,873
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 12,851 13,877

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △112,886 6,109

繰延ヘッジ損益 30 △49

為替換算調整勘定 △13,292 △2,521

持分法適用会社に対する持分相当額 △448 △30

その他の包括利益合計 △126,596 3,507

四半期包括利益 △113,744 17,384

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △112,631 17,452

少数株主に係る四半期包括利益 △1,113 △67
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【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月4日）および「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月4日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※1  退職給付引当金に含まれる役員（執行役員を含む）の退任慰労引当金の額は、次のとおりであります。

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

役員退任慰労引当金 3,021百万円 2,073百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびの

れんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 20,193百万円 19,648百万円

のれんの償却額 1,541百万円 1,527百万円

　

EDINET提出書類

株式会社豊田自動織機(E01514)

四半期報告書

12/17



　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日
定時株主総会

普通株式 6,231 20平成22年３月31日 平成22年６月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

当第１四半期連結累計期間において、6,231百万円の剰余金の配当を行っております。

　

　
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月16日
定時株主総会

普通株式 7,789 25平成23年３月31日 平成23年６月17日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

当第１四半期連結累計期間において、7,789百万円の剰余金の配当を行っております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　 　 　 　 　 　 　 　 四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

　 自動車 産業車両 物流 繊維機械 その他 合計 調整額

　 　 　 　 　 （注）１ 　 （注）２

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 201,719113,79527,2117,5438,924359,194 ― 359,194

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,753 216 1,399 0 1,9768,346△8,346 ―

計 206,472114,01128,6117,54310,901367,540△8,346359,194

セグメント利益 9,2274,3491,224 220 858 15,880 131 16,012

(注)  １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その主要な製品は、半導体パッケー

ジ基板であります。

２　セグメント利益の調整額131百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　 　 　 　 　 　 　 　 四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

　 自動車 産業車両 物流 繊維機械 その他 合計 調整額

　 　 　 　 　 （注）１ 　 （注）２

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 143,392136,13523,8459,4719,447322,291 ― 322,291

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,608 140 1,992 18 2,34410,104△10,104 ―

計 149,001136,27525,8389,49011,791332,396△10,104322,291

セグメント利益又は損失
(△)

△2,4477,552 456 399 519 6,479 75 6,554

(注)  １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その主要な製品は、半導体パッケー

ジ基板であります。

２　セグメント利益の調整額75百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額および算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 41円61銭 44円53銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額　(百万円) 12,964 13,873

普通株主に帰属しない金額　(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額　(百万円) 12,964 13,873

普通株式の期中平均株式数　(千株) 311,570 311,564

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─ ─

(注) １　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

２　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成23年８月10日

株式会社豊田自動織機

取締役会　御中
　

あらた監査法人
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　笹　山　勝　則

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　川　原　光　爵

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社豊田自動織機の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四

半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　

監査人の責任
　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。
　

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論
　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社豊田自動織機及び連結子会社の平成

23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

利害関係
　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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